
「中国蒙元史学術研討会聾方齢貴教授90華 誕慶祝会」参加報告

舩 田善之

2007年8月6日 ・7日 の両 日、 中 国雲 南省 昆 明市 にお いて 、 「中国 蒙元 史 学術

研討 会堅 方 齢 貴教 授90華 誕慶 祝会 」が 開催 され た1。 この会議 は、名 称 の通 り、中

国 を代 表 す る蒙 元 史研 究 者 で あ る方 齢 貴 氏 の卒 寿 祝 賀 と連 動 し、 中 国 元 史 研 究

会 ・中国蒙 古 史学 会 ・雲 南師 範 大学 に よって 主催 され た国 際会 議 で あ る。

方 齢 貴氏 は、 ゴル ロス前旗(現 在 の 吉林 省 前 郭爾 羅 斯 蒙 古族 自治 県)出 身 のモ

ンゴル族 で 、 日中戦争 期 に西 南聯 合 大 学 ・北 京 大学 に学 び 、銚 従 吾 氏 と郡循 正 氏

に師事 され た。修 了後 は、昆 明師 範 学院(1984年 に雲南 師 範 大学 と改称)で 副 教

授 、後 に教 授 と して教 鞭 を と り、1987年 に退 職 され た2。代 表 的 な学術 論 文 は 、『元

史 叢考 』(民 族 出版 社 、2004年)に 収 め られ て い る。 ま た、『元 明戯 曲 中的 蒙古 語』

(漢語 大詞 典 出版 社 、1991年)と これ を大 幅 に増 補 した 『古典 戯 曲外 来 語 考釈詞

典』(漢 語 大 詞 典 出版 社 、2001年)、 及 び 『大理 五 華楼 新 出元碑 選録 井考 釈』(方 齢

貴 ・王 雲選 録 、方齢 貴 考釈 、雲 南大 学 出版 社 、2000年)・ 『通 制 条格 校 注』(中 華 書

局 、2001年)と い っ た工 具書 や 史料校 注 に よっ て も斯学 に大 き く貢献 され て い る。

会 議 の席 上 で 配布 され た 『中 国蒙 元 史 学術 研 討 会 聾 方齢 貴 教授90華 誕 慶祝 会

会 議 手冊 』 に は、41篇 の報 告論 文 の要 旨が収 め られ てい た。 会議 の性格 上 、招聴

対象者 を限定 した との話 で、最

近 の中国元史研究会や中国蒙古

史学会主催の国際会議 と異な り、

中国国内の大学院生 ・博士後(ポ

ス トドクター)の 姿 は、昆明在

住者 を除けばほ とんどみられず、

また海外からの参加者 も韓国の

斐淑姫氏(当 時は漸 江大学歴史

系博士後 ・雲南大学歴史文化学

院客座副教授、現在は慶尚大学

校人文学研究所教授)・ 楊恵淑氏

(当時 ウランバー トル大学博士

課程在籍)と 私の三名 だけであ

った。
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写真1=開 幕 式

1
中国で発表 された参加 報告 に劉迎勝 「中国蒙元史学術研 討会暫方齢貴教授九十華誕慶祝会述評」

(『中国史研究動態』2008年 第2期 、15-17頁)が ある。なお 、海外 の国際会議 の概要を迅速に国

内で報告することは参加者の義務であると考 えている。筆者の怠慢によ り、本会議の参加報告を提

出するのが大変遅れ て しまった。 ご寛恕を乞 う次第で ある。
2
方 齢 貴 氏の 経歴 につ い て は、氏 自 らの 筆 に よ る 「我 和 蒙 元 史研 究」(『 元史 叢 考』 中 華書 局 、2001

年 、327-344頁)。 初 出 は 『学林 春秋 』(初 編)朝 華 出版 社 、1999年)に 詳 しい。
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開会 前 日の8月5日 が レジス トレー シ ョンに充て られ 、現 地調 査3の た め8月3

日夜 に昆 明入 り してい た筆 者 は 、昆 明市 西部 の寺院調 査 を終 えてか ら、15:30頃 に 、

蓮 花賓館 で参 加 登録 を行 った。

翌6日8:00集 合 後 、 バ ス に乗 り込 み 、8:20雲 南 師範 大 学 に到 着 した。8:40よ

り開 幕式(写 真1)が 始 ま った。実 質 的 に 「方齢 貴教授90華 誕慶 祝 会 」の部 であ

る。 チ メ ド ドル ジ(斉 木徳 道 爾 吉)氏 の 司会 で、 劉迎 勝 氏 らに よ る祝 辞 、記 念 品

の贈 呈 が 行 わ れ 、 方齢 貴 氏 自 ら

答 礼 の挨 拶 を述 べ られ た 。 そ の

後 、 屋 外 で 記 念 撮 影 。 方 齢 貴 氏

は高 齢 の た め学 術 会 議 の部 に は

出席 され な い こ と もあ り、 この

間 、 旧知 の研 究者 ら と 旧交 を温

め て お られ た 。 続 い て 、11:00

まで エ ク ス カー シ ョン と して雲

南 師範 大 学 キ ャ ンパ ス 内 に 併設

され る 国 立 西 南 聯 合 大 学 紀 念

館 ・"一一二 ・一"運 動 紀 念館 を参

観 した(写 真2)。 ホテ ル に 戻 り、

写 真2=国 立西 南 聯合 大 学±止12:00か ら祝 賀 パ ー テ ィー を兼

ね た昼 食。

14:30よ り蓮 花 賓館 に て 中国蒙 元 史学 術研 討 会 の部 が始 ま った。参会 者 は それ ぞ

れ 分 科 会 に分 かれ 、 筆 者 は第 一 小 組 に 出席 した。 チ メ ド ドル ジ氏 の 司会 に よ り、

陳 高華 、周 良香 、 陳 得 芝 、周 清 樹 、劉 迎勝 、杜 玉亭 、 韓 志遠 、 孟繁 清 、 尤 中 、藥

志純 が提 出論 文 を報 告 した(以 下 、報 告者 氏 名 につ い ては敬 称 略)。 質 疑 、討 論 も

白熱 し、予 定 時 間 をオ ーバ ー して17:50に 終 了 した。

翌7日 は終 日分 科 会。8:20よ り午前 の部 が 始 ま り、藥 志 純 氏 が 司会 を務 め、陳

世松 、チ メ ド ドル ジ、ボイ ンデ ル ゲル(宝 音 徳 力根)、 任 崇 岳 、匡裕 徹 、舩 田善 之 、

李 桂 芝 、方鉄 、斐淑 姫 が 報告 。昼 食 を は さんで 、14:40よ り再 開。周 良香 氏 の司会

で 、波 ・小布 、劉 暁 、張 帆 、 王 暁欣 、徐 文堪 、楊璋 、都 維 民 が報 告 を行 っ た。 最

後 に劉迎 勝 氏 が 学術 会議 を総 括 した。一 部 の参 会者 は8日 ・9日 の 両 日、大 理 にお

けるエ クス カー シ ョン に赴 い たが 、筆 者 は 、8日 早 朝 の便 で 昆 明 を離 れ た。

この会議 の前 月 に 開催 され た 「成 吉思 汗 与六盤 山国 際学 術 研 討 会 」4に 引 き続 い

て、中国 の蒙 元 史研 究者 に よ る成 果公 開 の勢 いが 加速 して い る こ とを強 く感 じた。

中国 の大 学 ・研 究機 関 にお け る研 究環 境 の 向 上が反 映 して い るの で あ ろ う。

以 下、 個 人 的 な所 感 に止 ま る部 分 もあ るが 、個 々の報 告 論 文や 質 疑 の 状 況 にっ

いて述 べ て お きた い。 張帆 「従 《元 典 章 ・新 集》 的 一 条 文 書看 元朝 中後 期 的御 前

奏 聞決 策 機 制一 兼析 《新 元 史》 等 書 的 相 関謬 誤一 」 や 劉 暁 「元代 公 文起 首 語 初探

3
こ の調 査 を通 じて 、舩 田善 之 「雲 南 にお け るモ ン ゴル 史関連 の 史跡 ・文物 の現 状 」(『 口本モ ン ゴ

ル 学会 紀 要』 第36号 、71-74頁)の 情 報 を修 正す る必要 が 生 じた。 近 日中 に簡 報 を提 出 した い。

霊舩 田 善之 「成 吉 思 汗与 六盤 山 国際 学 術研 討 会 」参 加報 告 」(『13
,14世 紀 東 ア ジ ア 史料通 信 』第9

号 、2009イ ト、16-18写!て)o
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一 兼 論 《全 元文 》 所 収順 帝 詔 書 等相 関問題 一 」 な どは
、 特 定 の史 料 を徹 底 的 に分

析す る ことに よ り研 究 を深 めて い く手 法 が と られ て い る。 孟 繁 清 「内 丘扁 鵠廟 的

元代 碑 刻 」 は 、石刻 史料 の紹 介 とそれ に基 づ く緻 密 な研 究 で あ った。 ま た、 チ メ

ド ドル ジ 「関干 黒城 文 書的 問題 」 は、 内 蒙古 大 学 ・早稲 田大 学 の ハ ラホ ト出 土モ

ン ゴル 文書 に対 す る共 同研 究 の成 果 を披渥 す る もの で あ り、参 会者 の 注 目を集 め

た。 こ うした報 告論 文や そ れ に対 す る参会 者 の反応 か ら、学 術 交 流 が ボー ダー レ

ス とな っ た状 況 の 下 、研 究者 の指 向 ・手 法 、石 刻 ・文書 史料 へ の 大 き な 関心 と期

待 、学 界 の動 向 が共 有 され つ つ あ る こ とを実 感 す る こ とがで きた。 中 国 の蒙 元史

学 界 に お いて 、 日本 の研 究 は 早 くか ら高 い評 価 を受 け て いた とこ ろで あ るが 、今

まで 以上 に 国際 的 な発信 が求 め られ て い くだ ろ う。

方齢 貴 教授 の卒 寿 を祝賀 す る とい うこ とで 、今 回 の 国際 会議 に は、 中国 の 蒙元

史研 究者 の 大家 の多 くが 参集 して い た。 彼 らの研 究 に対 す る情熱 に直 接 触 れ る こ

とが で きた こ とは、 若 い世 代 の研 究者 に とって は 幸 い だ った。 質 疑 ・討 論 の 際、

互 い に フ ァー ス ト ・ネ ー ム で呼 び合 い なが ら、 蒙 元 史研 究 の 根本 的 な問 題 を議 論

す る様 子 は 、 中堅 か ら若 手 の研 究者 に とって 大 い に刺 激 にな っ た はず で あ る。 陳

得芝 「元 代 多元 文 化社 会 的言 語 文字 問題 」・陳高 華 「元 代女 性 的 文化 生活 」 な どか

らは 、幅広 い視 野 と該博 な知 識 、 そ して新 た な テー マ に挑 戦 し続 け る姿 勢 を感 じ

取 る こ とが で きた。

なお 、本 会議 の報 告 論 文 か ら掲 載 論 文 を選 出 して 論 文集 が刊 行 され る こ とにな

っ てい る。 現 時 点 で は ま だ刊 行 され て い な い よ うだが 、 ほ ぼ刊 行 の 見 通 しがっ い

た との話 を昨 年 耳 に した。 他 の 注 目す べ き論 文 の詳 細 に つ い て は、 こ ち らに譲 り

た い。 末尾 なが ら、 この国 際 会議 の主催 ・運 営 に携 わ っ た方 々 に改 め て謝 意 を表

した い。

(ふ な だ よ しゆ き 九 州大 学)
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